
水分 CP ADF OCW NFC
Ｈ２４ １７．４ ７．２ ４１．１ ６９．５ ２０．６
Ｈ２３ １７．４ ７．１ ４３．７ ７３．８ １６．５
Ｈ２２ １７．５ ８．０ ４２．９ ７３．６ １５．２
Ｈ２１ １６．４ ７．４ ４２．３ ７３．６ １５．４
Ｈ２０ １５．８ ７．１ ４２．１ ７２．８ １６．１
Ｈ１９ １６．２ ７．３ ４２．２ ７２．８ １６．１
Ｈ１８ １７．３ ７．７ ４１．８ ７１．５ １７．１

表１．イネ科主体１番乾草の平均値（乾物％）
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pH 水分 CP ADF OCW リグニン NFC
Ｈ２４ ４．１ ７３．８ １１．１ ３８．６ ６６．０ ４．１２ １６．０
Ｈ２３ ４．２ ７５．０ １１．９ ４２．４ ６９．２ ４．８３ １１．７
Ｈ２２ ４．３ ７４．７ １１．４ ４３．０ ７０．８ ５．２３ １０．８
Ｈ２１ ４．３ ７３．５ １１．８ ４２．０ ７０．７ ４．９５ １０．０
Ｈ２０ ４．２ ７３．３ １１．９ ４１．２ ６８．７ ４．７４ １０．９
Ｈ１９ ４．３ ７３．７ １１．８ ４１．７ ６９．３ ４．９２ １０．７
Ｈ１８ ４．４ ７４．１ １２．４ ４１．１ ６８．７ ５．０１ １０．８

pH 水分 CP ADF OCW リグニン NFC
Ｈ２４ ５．５ ３９．２ ９．９ ３７．６ ６６．６ ３．５５ １９．２
Ｈ２３ ５．４ ４０．９ １０．２ ４１．７ ７０．０ ４．０８ １５．１
Ｈ２２ ５．０ ３９．８ １０．５ ４１．９ ７０．２ ４．４９ １４．５
Ｈ２１ ４．９ ４１．３ １０．３ ４１．８ ７０．４ ４．４６ １４．２
Ｈ２０ ４．９ ４１．４ １０．０ ４１．４ ６９．５ ４．２１ １４．６
Ｈ１９ ４．９ ４１．９ １０．５ １０．９ ６８．５ ４．１０ １４．９
Ｈ１８ ４．９ ４４．５ １０．６ ４１．１ ６９．０ ４．２７ １４．６

表２．イネ科主体１番GSの平均値（乾物％）

図１．Ob / OCW・リグニンの年度変化（牧草サイレージ）

表３．イネ科主体１番RPの平均値（乾物％）

100%
80%
60%
40%
20%
0%

年度

割
合

80 以上
～ 80
～ 75
～ 70
～ 65
60 未満

H22 H23 H24

図２．V-Scoreの年度変化（イネ科主体１番牧草サイレージ）

pH 水分 CP ADF NFC EE デンプン
Ｈ２４ ３．９ ７０．６ ８．３ ２３．２ ４０．５ ３．０５ ２８．１
Ｈ２３ ３．８ ６９．８ ８．１ ２４．８ ３８．５ ２．９３ ２６．０
Ｈ２２ ３．９ ６８．６ ８．３ ２３．１ ３９．２ ３．２４ ２７．６
Ｈ２１ ３．９ ７１．４ ８．０ ２４．８ ４０．８ ２．５２ ２４．９
Ｈ２０ ３．９ ７１．６ ８．３ ２４．２ ４０．０ ２．６３ ２４．７
Ｈ１９ ３．９ ６９．３ ８．３ ２２．９ ４０．７ ２．７９ ２５．７
Ｈ１８ ３．９ ７０．０ ８．３ ２２．８ ４１．８ ２．６７ ２６．１

表４．トウモロコシサイレージの平均値（乾物％）

平成２４年産粗飼料の傾向
２４年産は粗飼料全体として、例年と比べ成分
値の傾向が変わっております。当グループでの
分析結果を基に、各種類での傾向を示します。
●乾草（１番草）の傾向（表１）
２４年産イネ科主体１番乾草の平均値（表１）
を見ると、低粗蛋白質（CP）傾向は変わらない
ものの、ここ数年の高繊維傾向が改善され、繊
維は低い傾向にあります。そのため、NFCはここ
数年で最も高い結果となっています。

●牧草サイレージ（１番草）の傾向（表２、３、図１、２）
２４年産は低CPの傾向が続いていますが、乾草
と同様に繊維が低い傾向にあります（表２）。
NFCはここ数年で最も高い結果となっており、
Ob /OCWとリグニンの値もここ数年で最も低
く（図１）、繊維の消化性も良好と思われます。
ラップサイレージも同じ傾向でした（表３）。

２４年産は、V-Scoreが８０点以上の物が多く、６０
点未満の物が少ない傾向にあります。ここ数年
と比較しても、V-Scoreが８０点以上の良好な発酵

のものが多い結果が見られています（図２）。

●トウモロコシサイレージの傾向（表４）
２４年産のデンプンは、ここ数年で最も高い結
果となっています（表４）。粗脂肪も高い傾向に
あり、繊維は低い傾向にあります。

●まとめ
２４年産のイネ科主体１番乾草・牧草サイレー
ジは、ここ数年続いていた高繊維傾向が改善さ
れ、繊維の消化性も良好な結果が出ています。
全体としてNFCも高く、発酵品質も良好で、TDN
も高い傾向です。しかし、中には酪酸発酵のた
め栄養価の低いサイレージや、刈り遅れのため
低CP・高繊維となっている乾草も見られてお
ります。２３年産サイレージの成分傾向と大きく
異なるため、餌の切り替え時には、給与設計の
見直しや採食状況・糞性状の確認が必要と思わ
れます。
トウモロコシサイレージにつきましても、例

年に比べ低繊維で、脂肪とデンプンが高めの傾
向が見られています。しかし、熟期が進みすぎ
て子実が堅くなってしまっているものも散見さ
れているため、サイレージ原物や採食状況につ
いての確認もお願いします。
これらの傾向がすべての粗飼料に当てはまる

わけではありませんが、今後給与される粗飼料
の目安として頂ければ幸いです。

（分析グループ 川越）
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